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１．学力調査の結果 

○ 教科に関して＜５年生～学力定着状況調査より＞ 

・ 国語・算数・理科の全てにおいて、目標値・県平均・正答率を上回っ

ている。領域・観点でみても、国語の４領域・４観点、算数の４領域・

３観点、理科の２領域・３観点の全てにおいて目標値・県平均・正答率

を全て上回っている。（２年連続） 

  特に、研究の柱としている国語の観点「書く能力」においては、県平

均を大きく上回っている。これは子どもの考えや意見を積極的に出し合

い、それについての思いを発表させる機会をたくさん仕組んできた結果

だと考える。また、理科の観点「科学的な思考・表現」についても同様

で、日頃から子どもの発言を大切にして授業を展開し、考えさせること

を仕組んできた結果だと考える。 

・ 強いて課題としてあげるとすると、算数の問題の内容＜計算の復讐＞

＜面積＞の力をドリル学習の強化などでつけていく必要がある。 

○ 生活面に関して<５年生活実態調査より> 

・「頑張ったことを先生が認めてくれてうれしかったことがある」で県・全

国平均よりも２０ポイント高くなっている。このことから、自分は大切に

されていると感じており、自己有用感が高いことが伺え、教師集団との良

好な関係を見ることができる。しかし、「本当につらいことがあったとき、

それを先生に相談できるか」で、「かくしてしまう」「相談しない」の割

合も多く、毎日の生活に中で安心して本音を出し合える学級集団づくりを

進めていくことが必要である。 

・「朝食は毎日食べる」「勉強時間のめやすを決めている」「予習や復

習を行っている」等は低くなっており、基本的な生活習慣を保護者と

ともに意識づけ、確立していくことが課題である。 

・「自分にはいいところがある」が県・全国平均よりも１０ポイント高

く、様々な活動等を通して自己有用感を味わうことができる子どもた

ちが育っている。 

 

 ２．指導改善のポイント 

○ 教科に関して 

１ わかる授業・楽しい学習 

・各学年の学習実態の的確な把握（学習アンケート等含む） 

・各学年の学習内容の確かな定着を図る授業の実践 

・書く活動を通した、思考力・判断力・表現力の育成 

２ 教師の授業力の向上 

・教師の授業力向上に向けた校内研修や互見授業の充実 

   （新大分スタンダードを意識した授業） 

・言語活動の充実のための手立て 

・教育課程の完全実施と見直し 

○ 生活面に関して 

１ 明るく楽しい学級づくり 

・安心して表現し合える集団づくり 

・なかよし班を中心とした全校集団づくり 

２ 児童が自信や自尊感情を持てる指導 

・実態分析による個に応じたきめ細かな指導や支援（Ｑ－Ｕ分析等） 

・道徳授業の充実 

３ 保護者への働きかけ 

・あいさつ、「早寝早起き朝ごはん」の取り組み 

・子どもとの会話の充実 

・親子読書を行う  ・家庭学習の確実なチェック 

 

３．めざす児童像 

○ より良い生活習慣を身に付け、意欲的に学習に取り組む児童 

○ 基礎的・基本的な知識や技能を身につけた児童 

○ 自らの思考や意識を高めたり、色々な情報を整理、活用したりできる児童 

 

４．具体的な取り組み 

○ 教科に関して 

１ わかる授業・楽しい学習の実践に向けて 

・チャレンジタイムによるスキルの向上定着を図る。 

・家庭との連携による家庭学習の習慣化と内容の充実に取り組む。（宿題の完全実施と保護者チェック、授業と宿題の一体化を図り、反復学習に

より定着の徹底を図る） 

・全校で統一した学習規律の徹底を図る。教室掲示や環境作りに取り組む。重点的個別指導。 

・「読み聞かせ」「図書館まつり」などによる読書活動を推進する。 

２ 教師の授業力向上に向けて 

・１時間完結型授業（課題とまとめ）の徹底、学期に１回以上の互見授業の実践に取り組む。（新大分スタンダードを意識した授業） 

・板書の構造化、板書とノートの一体化をめざす。（自分の考えを書かせたり、自分の言葉でまとめさせたりするノート指導に力を 入れ、要点をま

とめる力を育む） 

・国語科における言語活動の充実を中心として、全教科においても言語活動の充実を図る。（ペア、３人活動等） 

○ 生活面に関して 

１ 明るく楽しい学級づくりに向けて 

 ・安心して学べ、過ごせる規律ある学級集団をつくる。（子どもの変化に敏感に気づき、いじめを絶対に許さない学級集団づくり）や全校なかよ

し班での活動場面を多く仕組み、子どもたちに達成感を味わわせる。 

２ 自信や自己有用感をもてる指導に向けて 

 ・認めて、ほめて育てることを基本とした個に応じたきめ細やかな指導や支援の充実。集会で児童の発表の場設定。（生徒指導の３機能意識した

学級・授業づくり） 

教育活動全体につなげる道徳教育の充実。 

３ 保護者・地域への働きかけ（家庭・地域との協働） 

・いろいろな体験活動、多様な地域のあり方に触れる機会を設ける。（地域の行事や子ども会活動などに年間１回以上参加。） 

・保護者の見守り活動参加。（ふれあいパトロール・登下校の立当番などに年間１回以上参加。） 

・家庭で学校のことについて会話をする。（一日１０分以上、親子で会話。） 

・親子読書等に取り組む。（一日１０分を目安に週に１回以上。） 

・家庭学習（宿題等）について各家庭で見取り、定着させる。（家庭学習チェック週３回以上。） 

 

 


